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http://www.tokiomarinehd.com/social_respon/group_csr/index.html
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本業を通じた価値提供
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　東京海上日動では、「育児フルサポート　8つのパッケージ」これからも障が

いがあるからという甘えを捨て社会人

として頑張っていきます。

Voice

入

2007年度

17名

119名

190名
（内男性12名）

122名“: 度200 年度

1 2 名

2 ㇸ ㇶ 名

激を受けました。

　この経験を自社の女性活躍推進の取

り組みにも活かしていきたいと思います。

Voice

グループ女性社員同士の交流が刺激に

前田　友香
あんしん生命

　市場調査開発部
（停： 人

主

http://www.saiyou.tokiomarine-nichido.co.jp/company/woman.html




19東京海上グループCSR報告書 2009

持続可能な社会に向けた保険会社の役割
　気候変動・地球温暖化に伴う大規模自然災害の増加が懸念

されるなか、保険業界は、保険金支払いやリスク評価、資産管

理等の専門的な知識の提供を通じて社会に支援策を提供する

ことが期待されています。また、保険会社の役割の一つとして、

気候変動の影響に対して脆弱性の高い途上国・地域において、
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第三者コメント

第三者コメントを受けて

　ここ数年、東京海上日動のＣＳＲダイアローグに参加させて






